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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトの最大の目的であった、存命のニヴフ語話者に面会し音声データを直
接得ることは概ね達成できた。この間、フィールドワークをロシア極東ハバロフスク管区およびサハリン州の複
数地点で実施した（ハバロフスク、ニコラエフスク・ナ・アムーレ、アレーエフカ、チリャー、ネクラソフカ、
オハ、ノグリキ）。調査した話者は20名近くにのぼった。収集したデータは多岐にわたるが、当初予定していた
1) 基礎語彙、2) 2音節語のアクセント分布、3) 動植物語彙については各地で集中的に採録し、均質なデータが
得られた。それに加え、いくつかの方言については発話資料を集中的に採録できた。

研究成果の概要（英文）：Multiple fieldwork trips to the Russian Far East (Khabarovsk, 
Nikolaevsk-na-Amure, Aleevka, Okha, Nekrasovka, Nogliki) resulted in obtaining the following 
recordings; i) daily conversations among speakers of Nivkh, especially speakers of the Amur dialect 
and the Shmidt dialect, ii) basic vocabulary, accent patterns in disyllabic roots and words around 
the flora and fauna. In total, we could obtain sound recordings from nearly twenty speakers.    

研究分野： 言語学

キーワード： 基礎語彙　アクセント分析　言語地図　母音調和　シュミット方言　舌根調和　動植物語彙　ニヴフ語
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

日本列島以北の先住民族言語であるアイ
ヌ語、ニヴフ語、ウイルタ語は長年日ロの研
究者がそれぞれの立場から調査・研究を行い、
大きな成果をあげてきた。その一方で、そう
した従来の手法による調査は調査地点や採
録データに著しい偏りが見られる。それは方
言横断的に均質な基礎資料の欠落を招き、今
日に至るまで言語地理学的な手法による言
語研究を困難にしている。また日ロ間の研究
者間で連携が十分にとれていたとは言い難
く、国際共同研究も限定的であった。その結
果、この地域の言語研究の成果が国際的な研
究の場（学界）において披瀝されることが少
なく、それが新規研究者（特に若手）の参入
を困難にする要因の一つとなっている。 

 

２．研究の目的 

主たる調査対象言語であるニヴフ語の均
質な基礎データ（基礎語彙、2 音節語根アク
セント）を方言横断的に採録し、言語地理学
的な手法による基礎研究（アクセント研究、
母音音価測定ほか）を可能とするための基礎
資料とする。またアイヌ語、ウイルタ語との
借用関係が推定される語彙（含む動植物語
彙）については語形から借用の方向を推定の
上、3 言語間の接触の規模・様態・時期を探
る。 

ロシア側研究協力者と緊密に連携し、その
成果を i）国際学会で発表し、ii) インターネ
ット上で公開することで新規研究者の参入
を促す。 

 

３．研究の方法 

 ニヴフ語諸方言について、話者が存命であ
れば現地調査により基礎データを採録する。
そうでない場合は文献から可能な限り同質
のデータを抽出する。音声については母音の
形質（F0、フォルマント、長さほか）を測定
し、データベース化してサンプル音声と共に
インターネット上で公開する。借用語につい
てもデータベース化の上、言語地図の形式で
出力する。ロシア側研究者と緊密に連携し、
研究成果を国内・国際学会にて発表する。ま
た国内外の学術雑誌に成果を公表する。 
 
４．研究成果 
基礎語彙、２音節語根についてはアムール

川下流域（ロシア極東ハバロフスク管区）お
よびサハリン島（サハリン州）の複数地点に
おいて合計 20 名程度の話者から採録するこ
とができた。これにより従来の基礎語彙資料
（例えば中川・佐藤・斉藤 1993）を大幅に補
完することが可能になった。現在、このデー
タを利用した言語地理学的手法による言語
地図の作成に着手し、各種研究会で順次その
成果を報告している（例えば東京外国語大学
アジア・アフリカ言語文化研究所共同研究
「アジア地理言語学」、代表：遠藤光暁青山
学院大学教授）。 

母音の音価測定にかんしては、アクセント
研究と関連して、母音調和を音声学的に裏付
ける成果をあげることができた。ニヴフ語の
母音調和の一つに、２音節語根内で第 1音節
母音から第２音節に順行同化するタイプの
ものがある（Hattori 1962）。ニヴフ語の多
音節語ではアクセントは常に第 1音節にある
ので、この母音調和にはアクセントが関係し
ていることが推定される。ただし、母音調和
にアクセントが関与する場合、２母音間の長
さ比が大きすぎると母音調和環境が破壊さ
れ、母音調和が発生しにくいことが先行研究
において知られている。例えば母音調和が方
言ごとに異なるレト・ロマンス語の例では、
アクセント母音―非アクセント母音の長さ
比が 54%（非アクセント母音の長さがアクセ
ント母音の 54%）の方言では母音調和ではな
く、非アクセント母音がシュワーに弱化する
ことが報告されている（Delucchi 2016）。本
研究ではニヴフ語の２音節語根をアムール
川下流域とサハリン島の複数地点で合計２
０名程度の話者から採録し、現在までに５名
分のアクセント母音―非アクセント母音の
長さ比を測定した（表１）。 

表１. Durational ratio between unstressed vowel 

(UV) and stressed vowel (SV) 

 
表１が示すように、５名中４名の話者の長さ
比が 67%から 90%に収まっている。これはア
クセント依拠母音調和が発生するレト・ロマ
ンス語諸方言のデータと整合する。今後は残
りの話者の録音も測定し、データの精度をあ
げていきたい。 
 最後に、ニヴフ語における母音調和の歴史
的生成過程に重要な示唆を供するデータを
採録したことを成果として報告したい。ニヴ
フ語のアクセント依拠母音調和は高さ調和
と認められるが（Hattori 1962、Shiraishi 
and Botma 2015）、東アジア地域で優勢な母
音調和のタイプは舌根調和である(Comrie 
1997、松本 2006、Ko、Seongyeon、Andrew Joseph 
& John Whitman 2014 ほか)。一方、ニヴフ語
に隣接するツングース・満州諸語には歴史的
に舌根調和から高さ調和への変化を遂げた
満州語三家子方言のような例がある（Li 1996、 
Zhang 1996）。その変化の原因にはアクセン
トの変容が関与していると推測されている
が、興味深いのは舌根調和から高さ調和への
移行過程を示す中間段階の方言が報告され
ていることである。これは満州語のように方
言・歴史（文献）研究が進んでいる言語なら
ではの研究成果であるが、そうした中間段階

Language UV–SV ratio 

Amur 1 (1946-, F) 73% (17 tokens) 

Amur 2 (1935-, F) 54% (41 tokens) 

Amur 3 (1939-, F) 70% (34 tokens) 

W. Sak. 1 (1942-, M) 67% (13 tokens) 

W. Sak. 2 (1946-, F) 90% (39 tokens) 



方言の一例が満州文語である。満州文語では
舌根調和を構成する母音の対立ペアが２つ
にまで減少し、残りは合流（中和）して中立
母音化してしまっている（Li 1996、 Zhang 
1996）。さらにその２つのうちの１ペア「u
―U」はそれぞれ軟口蓋子音「k、x､gh」と口
蓋垂子音「q、X、Gh」の後ろという環境でし
か生起しない。これは口蓋垂と舌根では調音
器官が近接しているので、口蓋垂子音の調音
運動が舌根母音 Uの調音運動を支持している
ためと考えられている（同上）。 
さてニヴフ語では一般に口蓋垂子音と高

母音「i y u」は共起しない。これは管見の
限りすべてのニヴフ語方言の記述に認めら
れる極めて一般性の高い共起制限である。と
ころが本研究の現地調査の過程で、シュミッ
ト方言（北方言とも）の話者複数名から口蓋
垂子音と u が共起する語例を複数採録した。
これは調査者による採録データのみならず、
話者が自らキリル文字を使用して表記した
ニヴフ語テキストにも反映されている。シュ
ミット方言についてはこれまでほとんどデ
ータがなく、先行研究による文法記述も極め
て限定的であった。 
仮にシュミット方言で口蓋垂子音―u が存

在するとなると、満州文語同様、口蓋垂子音
の後ろでのみ舌根母音 Uが保たれている可能
性がある。この母音のフォルマント測定には
まだ至っていないので音声学的な裏付けを
とる必要があるが、シュミット方言において
口蓋垂子音―U の存在が認められれば、ニヴ
フ語が満州諸語同様、舌根調和から高さ調和
への歴史的変遷を経た可能性を示唆する。つ
まりニヴフ語も東アジア地域の他の言語同
様、かつては舌根調和を有していたことにな
る。シュミット方言という辺境方言はニヴフ
語母音調和の変遷の中間段階、つまり歴史上
のミッシングリンクとして残存している可
能性がある。 
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